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第106回学術大会 大韓補綴学会から多数の参加を得て開催される

新執行部として企画から立ち上げた初めての大会である

第106回学術大会が平成13年10月26日(金)，27日(土)，

28日(日)に盛岡市市民文化ホール・マリオスにおいて石橋寛二

教授（岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座）を大会長とし

て開催され，全国から約1,500名の参加がありました．今回の

学術大会では，メインテーマを「新しい歯科補綴のパラダイ

ムーエビデンスとアセスメントの確立へ向けて―」として，

EBMテーマに沿った基調講演，シンポジウム，研修会が展開

されました．また，重点目標の一つである特定推進研究テーマ

が「課題口演」として採用され，加えて学術情報のグローバル

化の具体策としての「国際セッション」が設けられ，大韓歯科

補綴学会（KAP）から31名の参加と10題の研究発表がありま

した．また，臨床家の発表の場である「臨床口演」も実施され

ました．

今回のニュースレターでは，川和忠治副会長のご挨拶に続

き，第106回学術大会・臨時総会議決事項について主にご報告

いたします．
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副会長挨拶

川添堯彬会長が「プロソ

2001計画」を掲げてス

タートし，10カ月あまり

が過ぎようとしています．

この大切な時期に副会長の

重責を任されることになり

ました．本学会の発展に微

力ながらお役に立てればと

思っております．

さて，現会長が21世紀においても学会として

存続，発展していくための一つとして「国外との

関係，すなわちグローバル社会における本学会の

立場」を自覚し，その変化に機敏に対応する必要

があるという えの基に，その重点目標のなかに

「グローバル社会に対応した本学会情報の発信，

学術情報の英語化・英文化」を挙げています．こ

のことを具現化する一手段として「英文誌」を早

急に発行すべき「英文誌発行準備委員会」を新た

に発足させ，その責任者として私が指名され準備

を進めて参りました．盛岡での第106回日本補綴

歯科学会学術大会の折りに開催されました理事

会，評議員会，臨時総会で英文誌発刊の具体的事

項について皆様方からご承認を頂くことができま

した．補綴誌第45巻第6号に投稿規定，原稿締

め切り日等を掲載していますのでふるってご投稿

をお願いいたします．

話は変わりますが，わが国において疾病構造の

変化，高齢化に伴って，従来の治療を中心とした

疾病対策だけではなく，生活習慣病の発病を予防

する「一次予防」を重視した健康対策が必要と

なってくると えられます．このような え方を

背景に厚生省より平成12年3月に「21世紀にお

ける国民健康づくり運動（健康日本21)」が発表

されました．その中で「歯の喪失を減らす」こと

が取り上げられております．このことは裏を返せ

ば日本国民の中には歯を喪失している人，またそ

の予備軍が数多くいることになります．第106回

学術大会の「メインシンポジウム」において，こ

の内容に関連した講演が行われ，時を得たテーマ

であったと思います．

最後になりますが，本学会と会員の皆様方のま

すますの発展をお祈り申し上げます．

本学会とKAPとの懇談会開催される

今回，大韓民国の主要6大学から大韓歯科補綴

学会（Korean Academy of Prosthodontics，

KAP）の会長，副会長，理事，教授を含めメン

バー31名が学会に参加されました．大韓民国に

は，現在約2万人の歯科医師がいますが，KAP

は5千人の会員を有する大韓民国最大の学会で

す．春と秋の2回学術大会を開催しており，春は

臨床を主に，秋は研究発表を主に行っています．

また，年6回学術雑誌を発行し，そのうち2号は

英文誌です．

KAPからの参加者への歓迎の心表示ならびに

本学会とKAPとの相互学術交流関係樹立話し合

いの第一歩として，平成13年10月26日（金）

にKAP役員との懇談会がきわめて友好的かつ親

善的な雰囲気で開催されました．

古谷野 潔国際渉外委員長より開会のご挨拶が

あり，続いて石橋寛二大会長，川添堯彬会長から

歓迎のご挨拶がありました．KAPからは会長の

Yang教授，次期会長のChoi教授よりご挨拶を

頂き，田中久敏前会長による乾杯の後に，歓迎の

宴に移りました．その後，両学会メンバーの自己

紹介が行われました．

日本側からの出席者は以下の先生方です．

川添堯彬会長，石橋寛二大会長，田中久敏前会

長，小林義典元会長，大山喬史副会長，川和忠治

副会長，平井敏博庶務担当理事，赤川安正学術委

員長，古谷野 潔国際渉外委員長，井上 宏用語

検討委員長，伊藤 裕医療問題検討委員長，天野

秀雄会則等検討委員長，山内六男広報委員長，田

中昌博会長幹事，石島 勉庶務幹事，塩山 司実

行委員長

KAPからの参加者は以下の先生方です．

SeoulUniversity

Yang,JaeHo教授（KAP会長)

Lee,JaiBong教授（KAP総務理事)

Han,JungSuk教授（KAP国際理事)

Koak,JaiYoung教授

KyungheeUniversity

Choi,BooByung教授（KAP元会長)

Choi,DaeGyun教授（KAP副会長，

次期会長)
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Lee,SungBok教授（KAP理事)

Kwon,KungRock教授

YonseiUniversity

Chung,MoonKyu教授（KAP副会長，

次々期会長)

Choi,ByeongGap教授

PusanUniversity

Jeon,YoungChan教授

ChousunUniversity

Chung,ChaeHeon教授

Kang,DongWan教授（KAP理事)

Chung,SeungMi教授

KoreaUniversity

Shin,SangWan教授

学術大会新企画について

今回の学術大会では，はじめて英語を用いての

「国際セッション」が設けられ，5題の口頭発表

と12題のポスター発表が行われました．韓国か

らはインプラントに関する話題を中心に計10題

の発表がありました．初めての試みではありまし

たが活発な質疑もあり，本学会にとってもよい刺

激になるばかりでなく，広く海外にもアピールす

る機会となるものと今後が期待されます．

また，臨床家の発表の場である「臨床口演」で

は8題の発表がありました．臨床経験の豊富な先

生方からの発表も多く，一般会員にとって今後の

臨床への刺激となったと思われます．口演の内容

は術後の長期経過を紹介し，管理，メインテナン

スの問題点等を紹介したもの，日常臨床を紹介

し，その診断，治療方針の紹介をしたもの，種々

のアイデアや材料を紹介したものなどでした．会

場からは臨床現場での実践的な質問から，大学等

へのデータ的裏づけを要望する意見などが出さ

れ，大学と臨床家の距離が少し近づいた雰囲気が

得られました．

課題口演優秀賞受賞演題紹介

第106回学術大会における課題口演は，インプ

ラント，組織再生，金銀パラジウム合金代用合

金，咀嚼・嚥下運動，審美補綴症例・材料，咬合

と全身の関連疫学，補綴治療の臨床疫学・テクノ

ロジーアセスメントの8区分で過去最多の22題

の発表がありました．そのため，今回は2会場に

分けて行われました．

課題口演コンペティションにおいて，以下の先

生方の演題が優秀賞を受賞されました．

1. 是竹克紀，佐藤裕二，中島 克，赤川安正

（広島大学歯学部口腔機能修復学講座)：生

体を反映したインプラント三次元有限要素

モデルの開発―骨の物性の影響―

2. 園山 亘，窪木拓男，江口傑徳，小森千

尋，藤沢拓生，完山 学，矢谷博文（岡山

大学大学院医歯学総合研究科顎口腔機能制

御学分野)：修復象牙質形成促進時におけ

る結合組織成長因子の局在とその発現制御

機構

3. 寺澤秀朗，池田和博，平井敏博，牧浦哲

司，傳法佳恵，永瀬佳孝， 英男（北海

道医療大学歯学部歯科補綴学第1講座，口

腔生理学講座)：咬合支持の喪失がラット

脳内のAch作動性ニューロンに及ぼす影

響

4. 田地 豪，吉田光由，佐藤裕二，赤川安正

（広島大学歯学部口腔機能修復学講座)：要

介護高齢者の義歯治療への適応に関する縦

断研究

役員変更のお知らせ

石上友彦先生（元愛知学院大学歯学部，現日本

大学歯学部）の所属が東海支部から東京支部に変

更になりました．また，佐藤 亨先生（東京歯科

大学）が東関東支部の評議員に，星合和基先生

（愛知学院大学歯学部）が東海支部の評議員にな

られました．

準会員の新設

本学会の会員としては，正会員，特別会員，名

誉会員，法人会員の区分がありましたが，第106

回学術大会時の臨時総会において「準会員」が認

められました．

準会員の対象者は，医師，医療従事者，歯科技
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工士，歯科衛生士，国内外在住外国人，学部学

生・専門学校生などの方々です．入会金，年会

費，学術大会参加費が半額となります．ただし，

学生は入会金1,500円のみ納めれば準会員にな

れ，学術大会参加費も抄録集実費の1,000円で

す．また，国外在住外国人は年会費のみが7,500

円となります．準会員には，雑誌は送付されませ

ん．雑誌投稿に際しては別途，一論文当たり

5,000円が必要です．

投稿にかかわる会則の変更

英文誌の発行に伴い会則改定が以下のように行

われました．

(旧）第30条 本会は，機関誌として日本補綴

歯科学会雑誌を発行し，会員に配布する．

(新）第30条 本会は，機関誌として邦文誌

「日本補綴歯科学会雑誌」ならびに英文誌

「ProsthodonticResearch&Practice」を発行し，

会員に配布する．

(旧）第31条 日本補綴歯科学会雑誌の投稿規

定，投稿論文の査読については別に定める．

(新）第31条「日本補綴歯科学会雑誌」ならび

に「ProsthodonticResearch&Practice」の投稿

規定，投稿論文の査読については別に定める．

また，投稿規定の一部も以下のように改定され

ました．

(旧規定）

1. 本学会誌の発行予定日

1号：2月10日，2号：4月10日，3号：6月

10日，4号：8月 10日，5号：10月 10日，6

号：12月10日

なお，原稿受付は随時行う．

(新規定）

1. 本学会誌の発行予定日

1号：2月10日，2号：4月10日，3号：6月

10日，4号：8月10日，5号：12月10日

なお，原稿受付は随時行う．

すなわち，新規定では4号と5号との発行間隔

が4カ月になります．

歯科補綴学教育基準2001改訂案決まる

教育問題検討委員会では， 歯科補綴学教育基

準 平成6年改訂版」および「歯科補綴学教育基

準 平成10年補遺版」の改訂作業に着手してき

ました．その結果，以下のような柱（見出し項

目）の原案が理事会，評議員会で認められました

ので，全評議員を対象にアンケートによる意見聴

取を行いました．今後，その結果をもとに理事会

においてさらに検討する予定です．

総論

Ⅰ 歯科補綴学の意義・目的

Ⅱ 歯科補綴治療に関連する顎口腔系の形態と

機能

Ⅲ 歯科補綴治療と生体反応

Ⅳ 顎口腔系と精神心理的・社会的側面

Ⅴ 歯科補綴用器材

各論

Ⅰ 歯質および少数歯欠損・障害患者の補綴治

療＜学＞

Ⅱ 歯列部分欠損・障害患者の補綴治療＜学＞

Ⅲ 歯列全部欠損・障害患者の補綴治療＜学＞

Ⅳ 顎顔面欠損・障害患者の補綴治療＜学＞

Ⅴ 欠損・障害患者のインプラント補綴治療

＜学＞

Ⅵ 顎機能障害患者の補綴治療＜学＞

Ⅶ 歯・歯列・歯周組織の異常・疾患・障害患

者の補綴治療＜学＞

Ⅷ 咬合に由来しない摂食・咀嚼・嚥下障害患

者の補綴治療＜学＞

ニュース 医学部図書館へ学会誌寄贈
される

これまで歯学部図書館に本学会誌を寄贈し
ていましたが，今回，本学会誌を国立42校，
公立8校，私立29校の医科大学・医学部図
書館にも寄贈しました．

「中堅優秀論文賞 ， 特定推進研究
優秀論文賞」の新設

優秀論文賞に新たに「中堅優秀論文賞 ， 特定

推進研究優秀論文賞」が追加されたため，表彰制

度の第3章 優秀論文賞の改定が行われました．

改定の主な条文は次の通りです．
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第12条 優秀論文賞の種類は，以下のとおり

とする．

⑴ 学会の学問及び技術に顕著な貢献をした研

究者を表彰する目的から，日本補綴歯科学会論文

賞（以下「学会論文賞」という）を設ける．

⑵ 本学会の中堅として活躍している研究者を

対象とし，その中で特に優れた研究者を表彰する

目的から，日本補綴歯科学会中堅優秀論文賞（以

下「中堅優秀論文賞」という）を設ける．

⑶ 本学会が定める「特定推進研究」領域の研

究を奨励，推進，顕彰する目的から日本補綴歯科

学会特定推進研究優秀論文賞（以下「特定推進研

究優秀論文賞」という）を設ける．

⑷ 本学会の進歩発展を図り，若くして優れた

研究者を助成，育成する目的から，日本補綴歯科

学会奨励論文賞（以下「奨励論文賞」という）を

設ける．

第14条 中堅優秀論文賞は，次の号のすべて

に該当する者に授与する．

⑴ 表彰時期前年の1月から12月までに本学

会雑誌に掲載された学術論文の著者であること．

⑵ 学術論文の投稿受理時期において36歳以

上で，且つ7年以上継続して本学会会員であること．

第15条 特定推進研究優秀論文賞は，次の号

のすべてに該当する者に授与する．

⑴ 表彰時期前年の1月から12月までに本学

会雑誌に掲載された，本学会が定める「特定推進

研究」領域の学術論文の著者であること．

⑵ 3年以上継続して本学会会員であること．

第18条 優秀論文賞推薦委員会は，年度ごと

に学会論文賞候補者2名以内，中堅優秀論文賞候

補者2名以内，特定推進研究優秀論文賞候補者2

名以内及び奨励論文賞候補者5名以内を学会長に

推薦する．

ニュース 日本歯科新聞に106回学術
大会の記事掲載される

川添堯彬会長，赤川安正学術委員長，石橋
寛二第106回学術大会長，山内六男広報委員
長と日本歯科新聞との座談会が行われ，106
回大会の意義，EBMと歯科補綴などについ
ての内容が9月11日発行の日本歯科新聞
1247号に掲載されました．
また，106回学術大会におけるメインシン

ポジウムの特集記事が12月4日発行の1258
号に掲載されました．

第2回国際フォーラム開催される

第1回国際フォーラムに続き第2回目が九州大

学歯学部第1講義室にて平成13年9月24日

（月）に42名の参加者を得て行われました．

当日は，最初にZarb教授（Toronto大学）か

らAttimegoesby：Willitimpactonprosth-

odonticsandprosthodontists?AddresstoJapan

ProsthodonticSocietyと題して約1時間の話が

ありました．その後，古谷野 潔国際渉外委員長

により日本の補綴学の現状が30分ほど報告され

ました．お二人の講演の後，補綴学の将来に関し

て北米と日本に共通した点，異なる点などが参加

者を交えて熱心に討議されました．最後に川添堯

彬会長による総括とお礼の言葉があり，会を終了

しました．

今回，Nishimura，I.教授 (UCLA大学)による

講演も企画されていましたが，皆様もご存じのよう

にアメリカにおけるテロ事件で来日ができなくなっ

たため，やむをえず中止となりました．そのため，

Zarb教授の講演時間を延長して行われました．

なお，出席者は以下の先生方です．

山森徹雄， 小出 馨，長野裕行，尾関雅彦，

萩原芳幸， 宮本 諭，伊藤 裕，長谷川秀樹，

川添堯彬， 更谷啓治，前田芳信，赤川安正，

窪木拓男， 貞森紳丞，佐藤裕二，濱田泰三，

矢谷博文， 山根 進，荒川 光，完山 学，

久保隆靖， 津賀一弘，細川隆司，冲本公繪，

古谷野 潔，佐藤博信，高橋 裕，寺田善博，

羽生哲也， 藤井哲則，鱒見進一，森本啓三，

王丸寛美， 城戸寛史，小城辰郎，築山能大，

中島美穂子，長島義之，根津尚史，松浦尚士，

松山美和， 田代芳之（敬称略）
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プログラム委員会からのお願い

学術大会の演題募集と同時に抄録を提出して頂

いていますが，抄録記載に関する規定があるにも

かかわらず，記載方法に不備のみられる抄録がほ

とんどです．以下に問題となる点を列挙しました

ので，抄録作成時の参 にして下さい．

1）タイトルには，略号や商品名を用いない．

2）タイトルと目的を一致させる．

3）図・表が1枚のときには「図 ・ 表」と入

れない．

4）方法がわかりにくい場合には図を付ける．

5）結果と 察の項には 察を入れる．

6）文献記載様式は本会誌と同じにする．

7）文献数は3個程度までとする．

8）謝辞は入れない．

9）できるだけ関連の分類に入れる．

10）1ヶ月→1カ月 及び→および

11）数字1文字は全角，2文字以上は半角．

12）３文字の人名は姓名間にスペースを入れる．

13）英文タイトルの主要単語の１文字目は大文

字にする．

三学会合同会議開催

本学会と日本歯科保存学会，(社)日本口腔外科

学会との合同会議が一昨年から開催されています

が，今年度は，本学会が幹事学会になっていま

す．現在，認定医制度や国家試験への実技試験の

導入などを議題としています．

なお今回（平成13年12月14日）は，日本歯

科保存学会からは戸田忠夫会長，新谷英章理事，

山崎宗与理事，平井義人理事が，(社)日本口腔外

科学会からは瀬戸 一理事長，寶田 博理事が出

席されました．本学会からは川添堯彬会長，天野

秀雄理事，石橋寛二理事，山内六男理事（幹事）

が出席しました．

ニュース 咬合学研連シンポジウム決まる
本学会と咬合学研連併催によるシンポジウ
ム“咬合と睡眠―とくに睡眠時無呼吸につい
て―”(仮題）が第107回学術大会に合わせ
て平成14年5月12日（日）に文京シビック
ホールにおいて開催されます．

第107回学術大会案内

開催日：平成14年5月10日（金)，11日（土）

会 場：文京シビックホール

(http：//www.city.bunkyo.tokyo.jp/）

〒112-0003 東京都文京区春日1-16-21

TEL：03-5803-1100

メインテーマ： 新しい歯科補綴のパラダイム

―咬合の新しい展開―」

大会長：小林義典教授

(日本歯科大学歯学部歯科補綴学第1講座)

学術大会内容（予定)

特別講演：黒川 清教授（東海大学医学部長）

将来の医療・医学教育」

教育講演：小野 繁教授（東京医科歯科大学大学

院医歯学総合研究科全人的医療開発学

系専攻包括診療歯科学講座口腔心身医

学） 口腔心身症と補綴」

メインシンポジウム： インプラント補綴の咬合」

臨床シンポジウム： 義歯の人工歯を える」

システマチックレビュー： 咬合とEBM」

臨床教育研修： 補綴治療のスキルアップ」

研究教育研修：福原俊一教授（京都大学大学院医

学研究科)，中山健夫助教授（京都大

学大学院医学研究科） エビデンスを

「計る 」

技術・技工セッション： インプラント補綴にコ

ミットする新しい技工」

課題口演，臨床口演，国際セッション

問合先：志賀 博

〒102-8158 東京都千代田区富士見2-3-16

日本歯科大学歯学部歯科補綴学第1講座

TEL：03-3261-5729 FAX：03-3261-8464

プログラムなどの詳細は，学会誌第46巻2号

掲載予定の学術大会案内をお読み下さい．

第6回認定医研修会

認定医ケースプレゼンテーション

開催日：平成14年5月12日（日）

認定医研修： EBMからとらえた補綴臨床」

会 場：文京シビックホール
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第108回学術大会案内（予報)

開催日：平成14年10月11日（金)，12日（土）

会 場：名古屋国際会議場

(http://www.u-net.city.nagoya.jp/ncc/)

〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町

1-1

TEL：052-683-7711

FAX：052-683-7777

大会長：藤井輝久教授

(朝日大学歯学部歯科補綴学講座）

内 容：一般口演，ポスター発表，課題口演，臨

床口演，国際セッション，シンポジウ

ム，特別講演，市民フォーラム

問合先：山村 理

〒501-0296 岐阜県本巣郡穂積町穂積1851-1

朝日大学歯学部歯科補綴学講座

TEL&FAX：058-329-1467

課題口演テーマ（予定）

1）補綴臨床疫学・EBD・テクノロジーアセス

メント

2）歯科補綴学教育の改善方策（POS，PBL，

OSCEなど）

3）インプラント補綴学

4）審美補綴

5）高齢者の補綴治療

6）ティッシュエンジニアリング・バイオテク

ノロジー

7）咬合と全身・咬合と脳

8）咀嚼と嚥下

9）歯周と補綴治療

10）新しい生体材料・新しい技術

第7回認定医研修会

認定医ケースプレゼンテーション

開催日：平成14年10月13日（日）

会 場：名古屋国際会議場

応募締切り：平成14年6月7日（金）必着

プログラムなどの詳細は，学会誌第46巻第4

号掲載予定の学術大会案内をお読み下さい．

今後の学術大会

第109回学術大会（予定）

開催日：平成15年春

会 場：東京都内

大会長：石上友彦教授

(日本大学歯学部補綴学教室局部床義歯

学講座）

第110回学術大会（予定）

開催日：平成15年秋

会 場：長野市内

大会長：甘利光治教授

(松本歯科大学）

第111回学術大会（予定）

開催日：平成16年春

会 場：東京都内

担 当：東京医科歯科大学

第112回学術大会（予定）

開催日：平成16年秋

会 場：神奈川県内

担 当：神奈川歯科大学

ニュース 女性会員調査結果まとまる
日本学術会議より，女性会員を増加させる

ことを目的として，女性研究者の実態調査依
頼がありました．そこで本学会でも調査を行
いました．
その結果，341名の女性会員が補綴関連講

座に所属していることがわかりました．その
なかで，認定医は37名，指導医は9名の先
生が取得されていました．

支部学術大会のお知らせ

関西支部

開催日：平成14年3月3日（日）

会 場：京都府歯科医師会口腔保健センター

大会長：野首孝祠教授

(大阪大学大学院歯学研究科統合機能口

腔科学専攻顎口腔機能再建学講座）

特別講演：田中久敏教授

(岩手医科大学歯学部歯科補綴学第1

講座）
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森本俊文教授

(大阪大学大学院歯学研究科高次脳口

腔機能学講座）

関越支部（新潟県歯科医師会と共催）

開催日：平成14年8月4日（日）

会 場：新潟県歯科医師会館

大会長：加藤久夫先生

(新潟県歯科医師会常務理事）

連絡先：〒951-8514 新潟市学校町通2-5274

新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食機

能再建学（担当：河野正司）

TEL：025-227-2891

FAX：025-229-3454

中国・四国支部

開催日：平成14年9月1日（日）

会 場：広島県民文化センターふくやま

広島県福山市東桜町1-21（エストパル

ク内）

大会長：川村康中先生

(中国・四国支部）

連絡先：〒734-8553 広島市南区霞1-2-3

広島大学歯学部口腔機能修復学講座（歯

科補綴学第二）

(担当：濱田泰三，玉本光弘）

TEL：082-257-5680

FAX：082-257-5684

九州支部

開催日：平成14年8月25日（日）

会 場：熊本県立劇場（予定）

大会長：藤井弘之教授

(長崎大学歯学部歯科補綴学第二講座）

連絡先：〒825-8588 長崎市坂本1-7-1

長崎大学歯学部歯科補綴学第二講座

(担当：山 芳久）

TEL：095-849-7691

FAX：095-849-7694

関連学会案内

第39回日本歯科理工学会学術講演会

開催日：平成14年4月13日（土)，14日（日）

会 場：日本歯科大学

大会長：吉田隆一教授

(日本歯科大学歯科理工学講座）

第20回日本顎咬合学会

開催日：平成14年4月13日（土)，14日（日）

会 場：東京国際フォーラム

大会長：平井敏博教授

(北海道医療大学歯学部歯科補綴学第1

講座）

第27回日本顎口腔機能学会

開催日：平成14年4月13日（土）

会 場：東京医科歯科大学

大会長：三浦宏之教授

(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研

究科口腔機能再構築学系専攻摂食機能保

存学講座摂食機能保存学）

関連国際学会案内

第1回国際接着歯学会

開催日：平成14年4月19日（金)～21日（日）

会 場：都市センターホテル

大会長：田上順次教授

(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研

究科）

InvitedLecture

中林宣男名誉教授（東京医科歯科大学)：

Adhesivedentistry：historyandfutureperspec-

tiveindentistry

Roulet,J.F.（HumboldtUniversity)：Aesthetic

dentistry：“doanddon’t”tobesuccessful

Mjor,I.A.（UniversityofFloridaGainesville)：

Failure,repair,refurbishing,andlongevityof

restorations

Symposium：

1. Metal-freeRestoration

2. EstheticDentistry

3. NewAdhesiveMaterials

4. MinimallyInvasiveDentistry&Adhesion

5. GlassIonomers,F-releasingmaterials
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第8回国際レーザー歯学会

開催日：平成14年7月31日(水)～8月2日(金)

会 場：パシフィコ横浜

招待講演者：Awazu,K.（Japan)，Coluzzi,D.J.

（USA)，ほか多数

内 容：招待講演，一般講演，講習会（顎関節症

におけるレーザー治療，漂白，メラニン

除去，他)，他

問合先：日本コンベンションサービス

TEL：03-3508-1214 FAX：03-3508-0820

関連学会報告

第8回顎顔面バイオメカニクス学会

平成13年9月13日（木)，14日（金）に奈良

県新公会堂において杉村正仁教授（奈良県立医科

大学口腔外科学講座）を大会長として開催されま

した．

基調講演として，林 豊彦教授（新潟大学工学

部福祉人間工学科福祉生体工学講座）による「顎

運動のバイオメカニクスー生体計測とシミュレー

ションを結合した複合的解析― ，高久田和夫助

教授（東京医科歯科大学生体材料工学研究所）に

よる「力学刺激に対する骨の適応的リモデリン

グ ，菅原利夫教授（岡山大学大学院医歯学総合

研究科口腔・顎・顔面機能再生制御学講座）によ

る「人工顎関節の開発と臨床応用 ，細井栄二先

生（奈良県立医科大学口腔外科学講座）による

「顎関節負荷に関する生体力学的研究 ，松本俊郎

教授（近畿大学物理工学部機械制御工学科）によ

る「光による生体硬組織の変形測定 ，丹根一夫

教授（広島大学歯学部口腔健康発育学講座）によ

る「顎顔面領域の生物学的事象に対する生体力学

的解析の応用と意義」がありました．特別講演と

して大串 始先生（独立行政法人産業技術総合研

究所）による「臨床応用をめざした硬組織再生研

究」も行われました．また，シンポジウム「顎延

長とそのバイオメカニクス」も安井夏生教授（徳

島大学医学部整形外科学講座）による「骨延長の

概要と歴史」をはじめとして5人の先生により行

われました．一般講演も23演題行われました．

次年度は，平成14年7月6日（土)，7日（日）

に東京歯科大学血脇講堂にて行われる予定です．

第3回マウスガードカンファレンス

平成13年9月15日（土）に上記カンファレン

スが大阪大学歯学部において行われました．本会

は，マウスガードを中心にスポーツ歯学に関連し

た話題を取り上げ，参加者の間でのディスカッ

ションを進めようと企画して開催されており，大

学関係者，臨床家，企業関係者が参加していま

す．(事務局：大阪大学歯学部口腔総合診療部）

今回は， マウスガードを普及させるには」を

テーマに約70名が参加して，普及に関する問題

点と解決方法が議論されました．

第38回日本歯科理工学会

平成13年10月19日（金)，20日（土)，宮崎

光治教授（福岡歯科大学歯科医療工学講座生体工

学分野）を大会長として，ももちパレスにおいて

開催されました．招待講演「新世紀の扉を開く日

韓交流」が行われ，朴 泳俊助教授により「A

perspectiveonphotoinitiatingsystemsinresin-

baseddentalmaterials，李 竜根助教授により

「Dentalbioceramicsforcancer-treatmentand

hard-tissuerepair」と題して行われました．学

会が進めているプロジェクト「理工21世紀」の

宿題報告として「チタンおよびチタン合金の応用

と進展 ， InformationTechnologyと歯科理工

学」の2題の発表がありました．特別講演は「新

しい機能性材料の設計―非収縮性機能団を持つビ

ニールモノマー」と題し，遠藤 剛教授（山形大

学工学部機能高分子工学科分子設計工学）により

行われました．口頭発表46題，ポスター発表99

題の発表もありました．

評議員会においては，次期執行部の推薦があ

り，学会長には西山 實教授（日本大学歯学部歯

科理工学）が推薦され，その他7名の常任理事も

推薦されました．

第11回日本磁気歯科学会

平成13年12月1日（土)，2日（日）に北海

道歯科医師会館において平井敏博教授（北海道医

療大学歯学部歯科補綴学第1講座）を大会長とし

て開催されました．特別講演は，坂東永一教授

（徳島大学歯学部歯科補綴学第2講座）により

「磁気を応用した顎口腔機能研究」と題して行わ
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れました．また，一般講演18題に加えてわが国

において市販されている磁性アタッチメントの特

別発表4題もありました．

関連国際学会報告

AsianAcademyofProsthodontics

平成13年8月3日～5日にシンガポールで開

催されました．

各国から約150名の参加があり，日本からは本

学会推薦の福島俊士教授（鶴見大学歯学部歯科補

綴学第2講座)，小出 馨教授（日本歯科大学新

潟歯学部歯科補綴学第1講座）をはじめ，約20

名が参加しました．また，大久保力廣先生（鶴見

大学歯学部歯科補綴学第1講座）がHiranuma

Awardを授賞されました．

本学会からのCountryRepresentativeは川添

堯彬会長，VicePresidentとして赤川安正教授，

InternationalRelationshipとして平井敏博教授，

Editorとして古谷野 潔教授がそれぞれ選出さ

れ，PresidentにはDr.Yuh-Yuan Shiau（Tai-

wan）が，President ElectにはDr.Benjapote

Yotnuengnit（Thailand）が選出されました．

12thInternationalCollegeof

CraniomandibularOrthopedics（ICCMO)

平成13年10月4日～7日にバートホンブルグ

（ドイツ）にてRainerSchottl先生を大会長とし

て開催されました．この学会は世界に7つの支部

をもっており，今回はドイツ支部の主催でした．日

本支部もあり支部長は，山下 敦名誉会員です．

日本，台湾，アメリカ，イタリアなどから参加

がありましたが，アメリカからはテロの騒ぎで

キャンセルが相次ぎました．日本からは川添堯彬

会長をはじめ26名の参加があり，特別講演を含

めて10題の発表がありました．

次回は，平成15年10月4日（土)，5日（日）

に京都国際会議場で開催される予定です．

9thMeetingofInternationalCollegeof

Prosthodontist（ICP)

10月17日～20日までオーストラリアシドニー

RegentSydneyHotelでICPが開催されました．

連続多発テロ事件のため米国からの演者ならびに

参加予定者のキャンセルがめだちましたが，それ

でも全体では300名近くが集まりました．初日な

らびに最終日は30分から45分の講演形式で，ま

た2，3日目は口頭発表ならびにポスター発表が

行われました．内容としては北米ならびヨーロッ

パにおける動向を反映してインプラントに関する

ものが圧倒的多数を占めました．

FocusSessionⅢ ―AestheticChallenges―の

中で松村英雄先生（長崎大学歯学部歯科補綴学第

1講座）がScienceofCeramics&DentineBond-

ingと題して招待講演をされました．また，冲本

公繪先生（九州大学大学院歯学研究院口腔機能修

復学咀嚼機能制御学分野)，松山美和先生（九州

大学大学院歯学研究院口腔機能修復学咀嚼機能再

建学分野）がOutstandingPosterAwardを受賞

されました．

また，次期執行部が決定し，赤川安正教授が

ICP会長に選出されました．

次回は，2003年7月9日～12日にハリファッ

クス（カナダ）に決定しました．

台湾補綴学会

平成13年11月17日（土)，18日（日)，上記

学会が台北医科大学において開催されました．今

回，川添堯彬会長が招待されました．また，早川

教授（東京医科歯科大学大学院）が「Making

theimpressionforcompletedenture―nottaking

theimpression」と題して特別講演をされまし

た．

KAP秋季学会

平成13年11月24日（土)，25日（日)，ソウ

ル市GrandIntercontinentalHotelにおいて開催

されました．日本からも川添堯彬会長，赤川安正

学術委員長，古谷野 潔国際渉外委員長，はじめ

として21名の先生方が参加されました．本学会

会員のために24日（土）にポスターセッション

が設けられ，11題の発表がありました．また，

川添堯彬会長による特別講演「Thefuturedirec-

tionoftheJapanProsthodonticSocietyin21st

century―The Prosthodontic Project Japan

2001―」も行われました．なお，川添堯彬会長の
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特別講演の内容は，学会ホームページの英語版に

掲載されています．

23日（金）の夜には，本学会メンバーの訪韓

を受けてレセプションが開催され，全員が招待さ

れました．また，24日（土）にはKAPと本学会

役員との交歓会が開催され，9名の先生が参加さ

れ，懇親を深められました．

今回参加されたほかの先生は以下の通りです．

塩山 司，鈴木卓哉，奥山弥生，笠原 紳，

高木一郎，山倉大紀，鈴木浩樹，宮下有恒，

白 祥 ，萩原芳幸，千葉 治，石川 忠，

田中順子，龍田光弘，呉本晃一，岡村 晃，

鮎川保則，松村英雄（敬称略，順不同）

海外研究機関の紹介

福岡歯科大学咬合機能修復学講座 清水博史

TexasA&MUniversitySystemBaylorCollege

ofDentistryは，テキサス州に3つある歯学部の

ひとつであり，超高層ビルが建ち並ぶダウンタウ

ンダラスの北東部に位置しています．近年，州で

有数の総合大学であるテキサスA&M大学傘下

の歯学部になりましたが，ほぼ100年という長い

伝統を重んじて，学部の呼称にベイラーの名が今

も残されています．

今回は，私の在籍していたDepartment of

BiomaterialsScienceについてご紹介いたします．

本講座は歯科材料を扱う基礎系の講座です．本講

座の日本人研修の歴史は古く，私で26人目でし

た．渡辺郁哉先生（長崎大学歯学部歯科補綴学第

1講座)，大久保力廣先生（鶴見大学歯学部歯科

補綴学第1講座)，依田正信先生と今野龍彦先生

（東北大学大学院歯学研究科口腔機能再建・材料

学講座咬合機能再建学分野)，などの各補綴学講

座の先生方も留学されていました．現在も日本か

ら数名が研修中です．本講座で研修した日本人

OBは固く結束しており，ダラス会という組織を

結成して活発に活動しています．世話人代表は洞

沢功子先生（松本歯科大学歯科理工学講座）で

す．

チェアーマンのToruOkabe（岡部 徹）教授

は早稲田大学理工学部金属工学科を卒業された

後，日本の企業の研究所に勤務され，30歳を過

ぎてから渡米してフロリダ大学工学部の大学院で

PhDを取得され，以来30年余米国の歯科大学で

活躍されている高名な金属学者です．歯科用アマ

ルガムやチタンの分野では世界的な業績があり，

これらが認められて1998年にIADRからWilmer

SouderDistinguishAwardを贈られています．ま

た，学内ではテニュアー（終身雇用）を取得され

た教授のなかから選ばれる数少ないRegentsPro-

fessorの一人でもあります．

本講座の研究テーマは，チタンの鋳造，アマル

ガムの性質，チタンと陶材の溶着，歯冠補綴物の

有限要素法解析，接着性レジンの性能評価などで

す．留学中に私に課せられた課題は，チタン系金

属の細部再現性と，チタン溶湯と埋没材の反応を

抑制するパターンコーティング法についての研究

でした．

DepartmentofBiomaterialsScienceについて

お知りになりたいことがありましたら，私までご

連絡下さい．
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新規認定研修機関（乙）の紹介

1. 医療法人社団山根歯科医院〔山根 進〕

(九州大学歯学部歯科補綴学第2講座：古

谷野 潔）

2. 医療法人貴和会〔中村公雄〕(大阪大学歯

学部附属病院口腔総合診療部：前田芳信）

3. 林歯科医院〔林 甫〕(東京歯科大学歯科

補綴学第1講座：桜井 薫）

〔 〕は指導医・施設長，( ）は連携認定研修

機関（甲)，同機関指導医・施設長です．

新指導医・認定医紹介

以下の先生方が新しく指導医，認定医になられ

ましたのでご紹介いたします．

指導医

富塚 健，森田望之，竹中 誠， 吉田 実，

高橋一也，延原 浩，細川隆司， 二川浩樹，

今井 誠，松永匡司，村田比呂司，今泉 章

認定医

坪田健嗣， 佐藤英夫，桝尾隆一，村岡正規，

芝野みほ子，田地 豪，阿部泰彦，吉田光由

新入会会員紹介

以下の先生方が新たに入会されました．今後の

学会でのご活躍を期待します．

會田有希子，秋葉徳寿，浅田 清，朝月 豊，

朝妻真澄，東美穂子，荒澤拓郎，大熊健司，

大島亜希子，大平 悦，大塚真範，大祢貴俊，

大橋芳夫，岡田和隆，小島一夫，小野寺修，

尾松青爾，飼馬祥頼，香川和子，片桐正央，

加藤直子，金井由起，鎌田麻琴，神島奈穂子，

河合達志，川崎雄一，川島和夫，河島光伸，

川端敏生，川端秀治，川 好弘，川村慎太郎，

神原 新，菊池 薫，木村修平，清川由紀，

喜里山統子，草皆重信，草地祥貴，國井 崇，

國枝武靖，久保真一郎，黒岩理暢，郡家浩人，

郷土恵久，小島一郎，後藤良伸，小林大輔，

小林富貴子，小山美弥子，近藤健彦，近藤英臣，

齋 裕之，齋藤 格，左海孝昌，坂利浩美，

佐々木紀知加，佐藤 剛，重田浩樹，清水功之，

志村 崇，朱 一慶，白土壽香，末竹秀和，

杉田佳織，杉原 巧，鈴木 淳，鈴木史子，

瀬田貢代，相馬一志，高木佐知子，高森奈緒，

竹下智之，竹屋静枝，田中健雄，田中英明，

田中道子，田村信太郎，土田俊宏，手嶋伸介，

寺門都愛，陶 建祥，徳本千代美，戸根木千条子，

冨田祥子，友永章雄，友松由次，仲田浩子，

中林晋也，中村 穣，中村元祐，新井田淳，

西田真弓，西牟田国博，西村英紀，西本くみよ，

二之宮洋平，野上祐一，野瀬 清，野村太郎，

萩原貴寛，長谷川裕司，長谷川陽子，羽田宜弘，

畑岡 拓，初野有人，早川正哉，林 徳俊，

林田雅弘，原 吉宏，原田武洋，引地尚子，

久光啓樹，樋野利男，檜原 司，姫野健一，

平塚 愛，吹譯浩史，福島 崇，藤関陽平，

藤田 仁，藤波和華子，藤本 茂，古川弘貴，

保地富夫，細川あゆみ，細川寛司，細野直子，

堀 由紀，本蔵義信，本 敏，本間慎也，

前田巨介，牧野泰千，正田光典，桝陽一朗，

町田 健，町谷佳枝，松井理恵，松尾勝弘，

松下庸子，松田宗久，松村幸子，松森由紀恵，

水橋 亮，道見 登，三宅宗次，宮下 顕，

山浦玄州，山口哲史，山崎薫子，山田 淳，

山田賢三，山田聖平，大和地敬行，山本 尚，

山本 宏，山本裕信，湯澤清孝，横矢隆二，

横山善人，吉仲正記，吉村昌子，李 敦吾，

竜信之助， 月，若月和仁，若林 類，

渡辺有美

広報委員会からのお願い
広報委員会では，学会に対する皆様からの

ご意見，ご要望，ご質問をお待ちしておりま
す．下記のファックスかメールにてお願い致
します．
〒500-8309 岐阜市都通5-15
朝日大学歯科臨床研究所附属歯科診療所
日本補綴歯科学会広報委員会
委員長：山内六男 幹事：岩堀正俊
TEL：058-253-7272 FAX：058-255-0350
kohojps＠dent.asahi-u.ac.jp
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